多度津町ごみ収集運搬業務委託　仕様書

１．委託の概要

本委託業務は、多度津町内全域(佐柳島は除く)の住民から排出された、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、高見島のごみ、資源ごみ（一部除く）及びおもいやりごみを収集し、その後、クリントピア丸亀（丸亀市土器町北一丁目７２番地２）若しくは、多度津町リサイクルプラザ（多度津町桃山１３番地１）若しくは、資源ごみ回収請負業者まで搬入する業務を委託する。
２．委託の期間

　　契約期間　契約の日から令和１４年３月３１日まで

　　　　契約期間のうち準備期間　契約の日～令和９年３月３１日

　　　　契約期間のうち業務期間　令和９年４月１日～令和１４年３月３１日
３．委託料
　　業務期間（５年）について、契約額を月割りで支払う。支払い方法は、委託者が定める方法による。尚、準備期間の支払いはしない。

４．業務の概要

（１）ごみの出し方・収集計画表に基づき、委託区域内のごみ集積場に出された可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、高見島のごみ、資源ごみ（一部除く）の収集運搬及びおもいやりごみの戸別収集運搬を行う。又、資源ごみ用コンテナ等も前日に各ごみ集積場に配付する。
（ア）委託区域　　　　多度津町内全域(佐柳島は除く)
（イ）年間収集日　
・可燃ごみ =（月、火、木、金）曜日及び特別収集日（年間　６日程度）
・不燃ごみ =（月、火、木、金）曜日　
・粗大ごみ =（月、火、木、金）曜日

・高見島のごみ = 金曜日　　すべてのごみが対象
６月～９月　毎週収集
　　　　  上記以外　　隔週収集

・資源ごみ用大コンテナ（缶類等）、資源ごみ用小コンテナ（駄びん類）、
青い網袋（ペットボトル、白色トレイ）、透明なビニール袋（蛍光管）、
白いポリタンク（廃食油）等配付＝火曜日
　　　  
 ・資源ごみ　
缶類等、駄びん類（白・茶・色付）、金属、衣類・布類、廃食油、
紙類（新聞、雑誌等、段ボール）、蛍光管、ペットボトル、乾電池類
白色トレイ＝水曜日

　         ・おもいやりごみ(戸別収集)＝木曜日　すべてのごみが対象(指定袋なし)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民の祝日・休日も収集（年間　２日程度）
　　　　　 ・収集の曜日については、原則上記の曜日であるが、国民の祝日・休日等の関係
で変更になる場合、ごみの出し方・収集計画表に基づくものとする。
　　　　 　・可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、高見島のごみ、おもいやりごみ（戸別収集）
収集、資源ごみ用コンテナ等配付業務のうち、
　           月曜日に関しては、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみの原則３種類
　　　　　　 火曜日に関しては、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみの原則３種類
及び資源ごみ用コンテナ等配付
木曜日に関しては、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、おもいやりごみ（戸別収
集）の原則４種類
　           金曜日に関しては、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、高見島のごみの原則４
             種類

　　　　　　 の収集及び配布業務があることを考慮し、入札すること。
          ・高見島ごみ収集業務について、天候不良等による欠航の場合は、委託者の
　　　　　　指示する代替日に収集すること。
（ウ）収集ごみ搬入先
　　　　　 ・可燃ごみ →クリントピア丸亀
　　　　　 ・不燃ごみ →クリントピア丸亀
           ・粗大ごみのうち家電製品→多度津町リサイクルプラザ
家電製品以外の粗大ごみ→クリントピア丸亀
・高見島のごみ 　
可燃ごみ、不燃ごみ→クリントピア丸亀
　　　　　　 粗大ごみのうち家電製品→多度津町リサイクルプラザ
             家電製品以外の粗大ごみ→クリントピア丸亀
                         資源ごみ→多度津町リサイクルプラザ
             ・資源ごみ →年間２回の見積合わせにより落札した資源ごみ回収請負業者
　　　　　　　　　　　　　　及び多度津町リサイクルプラザ

             ・おもいやりごみ(戸別収集)
可燃ごみ、不燃ごみ→クリントピア丸亀
粗大ごみのうち家電製品→多度津町リサイクルプラザ
家電製品以外の粗大ごみ→クリントピア丸亀

資源ごみ→多度津町リサイクルプラザ
　　　（エ）収集時間等
・可燃ごみ収集業務を最優先して行うこと。
　　　　　  ・粗大ごみ収集業務について、家電製品の収集及び多度津町リサイクルプラ
ザへの搬入業務は、午前中に行うこと。
            ・資源ごみ収集業務について、缶類等、びん類(白・茶・色付)、金属、ペットボトル、白色トレイの収集及び多度津町リサイクルプラザへの搬入業務は、
　　　　　　　午前中に行うこと。（収集した缶類・ペットボトルの多度津町リサイクルプラザへの１車目の搬入は午前８時３０分までに行うこと。）　　　　　
　　　　　　 ・資源ごみ収集業務について、ポリタンクに入った廃食油は、収集後リサイクルプラザストックヤード内にあるドラム缶に移し替え、また、袋に入った蛍光管は、収集後、段ボール箱に移し替え、ガムテープで梱包すること。
　　　　　　 ・資源ごみ用コンテナ、網の破損については、随時、修繕すること。
　　　　　　 ・資源ごみ用コンテナ、網、蛍光管用袋、廃食用ポリタンクは、受託者で保管すること。
             ・高見島ごみ収集業務について、収集及び多度津町リサイクルプラザへの搬入業務は午前中に行うこと。（天候不良による欠航等で、収集時間が変更になった場合は、この限りでない。）
　　　　　（オ） ごみ集積場の箇所数（令和８年６月末現在）
            　 ・可燃ごみ = 　　５９１箇所（お墓のたてがら　１7箇所含む）
               ・不燃ごみ =  　 １９５箇所
               ・粗大ごみ = 　　１７０箇所
               ・高見島のごみ = 　　２箇所
               ・資源ごみ = 　　１１４箇所
               ・おもいやりごみ（戸別収集） ＝８６世帯
　　     　　（カ）収集量（令和７年度実績）
　　　　　　    ・可燃ごみ = ３，３１０t　　　
　　　　   　   ・不燃ごみ =     １９３t　　
　　　　　      ・粗大ごみ = 　  １６１t　　
　　　　   　   ・高見島のごみ = 軽トラック１車／１回　

　　　　　      ・資源ごみ = 　　５７５t　　
　　　　　      ・おもいやりごみ（戸別収集） ＝軽トラック２車／半日  
　（２）契約締結後においてごみ集積場箇所数が増加した場合についても、本業務に含む
ものとする。
　（３）委託区域内の道路上の動物死骸について、処理要請があれば、可燃ごみとし本業
務に含むものとする。（時間は平日、土日国民の祝日・休日に関わらず、午前８時から午後５時までの処理要請とする）また、動物の死骸処理従事者に手当てを支給すること。
　（４）委託区域内での地域一斉清掃等により、通常業務日において臨時的に発生する収
集運搬業務は、本業務に含むものとする。
　（５）上記業務について、委託者の指示により、作業計画書及び作業報告書、その他関
    　　係書類を作成し提出する。
　（６）ごみの収集区分等の変更に伴い、収集ごみの搬入先、収集時間帯等の変更が生じた場合は、委託者の指示に従うこと。
　
５．契約の概要
　（１）受託者は、多度津町契約規則第３４条に該当する場合を除き、地方自治法施行令
第１６７条の１６及び多度津町契約規則第３３条に定める契約保証金を納付しなければならない。
　（２）再委託は、原則として禁止する。

　（３）受託者は、業務の従事者に対する労働関係上の責任、事故により生じた責任、委託者又は第三者に与えた損害に対する賠償責任、その他委託業務実施に伴う受託者の責めに帰する事由により生じた一切の責任を負うものとする。
（４）委託者は、受託者が廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第４条に定める基準に適合しなくなったとき、受託者が不正行為を行ったとき及び、受託者が契約に違反したときは、契約を解除することができる。この場合において、委託者に損害が生じたときは、受託者はその損害を賠償するものとし、受託者に損害が生じても委託者は賠償の責めを負わない。
　（５）前号のほか、秘密保持に関する事項について別途覚書を取り交わす。
６．実施方法
　（１）業務について

　　　　(ア) 委託者の指示に従って業務を行うこと。

　　    (イ) 事務所は町内に置き、事務員及び業務責任者を配置して、常に連絡が取れる態勢を整え、あらかじめ委託者に連絡名簿を提出すること。
　　    (ウ) 午前８時に作業を開始し、指定された搬入先の指示する時間までに搬入すること。

　　    (エ) 作業日報等は毎日の業務終了後若しくは翌日に、委託者へ提出すること。
　　    (オ) ごみの収集時には道路交通法を遵守し、他の交通の妨げにならないようにすること。
　　   （カ）作業員は、委託者の指定する作業服を着用し、身だしなみ、風紀、衛生等に十分留意すること。

　　   （キ）住民への対応は、親切ていねいを心がけ、言葉遣いや態度など言動に注意すること。

　     （ク）金品等の供与は、名目を問わず一切受け取ってはならない。
　　   （ケ）ごみの取り残しがあった場合等、委託者から指示があった場合は、速やかに対応すること。
　（２）収集運搬車両について

　　　 （ア）収集運搬車両は、町が有償で貸与する（別途収集運搬車両貸与に関する契約を締結する）下記の４台及び、受託者の自己所有又は継続的に使用権原を有する（リース車両等）塵芥収集車を２台、ダンプ車１台を使用するものとする。
　
　　  　香川８００さ４５６６　２ｔ塵芥収集車　平成１６年登録　１５，０００円／月
　　　  香川１００さ５４８４　２ｔダンプ車　　平成１７年登録　１２，０００円／月
　　　  香川１１そ１５９９　３ｔキャブオーバ　平成　８年登録　　６，０００円／月
　　　  香川　４１さ４１１７　軽トラック　　　平成２０年登録　　４，０００円／月
　　　　塵芥収集車１台（標準キャブ　　荷箱容積５㎥以上　最大積載量３ｔ程度）
　　　　塵芥収集車１台（ワイドキャブ　荷箱容積６㎥以上　最大積載量３ｔ程度）
　　　　ダンプ車１台（最大積載量２ｔ程度　土砂積載禁止　かさ上げ必要　垂直ゲート必要）　　
　　   （イ）収集運搬車両ボディーに委託者指定書式により、委託者名及び受託者名称を記載したマグネットシートを作成し、車両の側面（左右）に貼付すること。
　　   （ウ）受託者が使用権原を有する収集運搬車両は、安全装備等（バックモニター、ドライブレコーダー等）を装備したものにすること。

(エ) 受託者が使用権原を有する収集運搬車両の運行、維持管理に関する一切の経費については、受託者の負担とする。

　　     (オ) 貸与収集運搬車両の運行、維持管理の内、下記のものを除く費用は、受託者の負担とする。
・車検費用
・自賠責保険料
・修繕料（事故又は受託者の過失による破損によるものを除く）
　　    （カ）自動車任意保険は、対人・対物補償が無制限の契約を行うこと。
　　　  （キ）収集運搬車両は委託業務専用車として、委託者及びクリントピア丸亀に登録し他の業務に使用してはならない。
　　    （ク）収集運搬車両には、１台につき２名以上が乗車するものとする。

　　    （ケ）収集運搬車両は町内の屋根を有する車庫に保管し、保管場所の位置及び配置を委託者に報告すること。
　　    （コ）収集運搬車両は、良好に管理し、常に整備点検に努めなければならない。
　　    （サ）洗車は排水設備の整った場所で毎日行い、清潔を保って悪臭を出さないこと。

　　    （シ）収集運搬車両に清掃用具・バケツ・救急用品を装備すること。
　      （ス）作業前に始業点検を行うこと。
　　    （セ）交通法規を遵守し、安全第一を心がけ、過積載は厳禁とする。

　      （ソ）運転マナーにも常に注意し、相手に不快感を与える行為は厳に慎むこと。
　      （タ）車検及び故障により、代替車において収集運搬する場合は、委託者に事前に届出を行い、委託者の承認を受けること。
　（３）事故等について
　　　　 （ア）業務中において緊急事態が発生した場合は、速やかに委託者に報告すること。

　　　　 （イ）委託業務実施に伴う受託者の責めに帰する事由により生じた事故発生の場合は、受託者の責任においてその損害を賠償するものとし、その場合に備えて、車両の任意保険及び損害賠償責任保険等に加入すること。
　　　 　（ウ）受託者は書面にて委託者に事故報告を行うこと。
　　　　 （エ）事故原因に重大な過失があると判断された場合は、契約の解除をすること
ができるものとする。
７．施設

　（１）受託者は、屋根を有する車両保管場所を町内に設置すること。また、車両保管
場所は、運行前の点検、清掃等に支障のない広さを有すること。
　（２）収集運搬車両保管場所は、関係者以外が出入りできないよう、フェンス、塀等
で囲うこと。
（３）収集運搬車両の洗車設備は、町内に設置し、下水道または合併浄化槽に接続すること。
（４）施設は、令和９年３月３１日までに完備すること。

（５）委託者は、必要に応じて受託者が使用する施設を検査し、不備と認める場合は改善の指示をすることができる。この場合において、受託者は、当該指示に従わなければならない。従えない場合は、契約の解除をすることができるものとする。
８．事前準備
　（１）受託者は、契約締結後から分別、収集ルート等の研修、調査を受託者の負担で行い、令和９年４月１日から適正に収集業務を行うことができるように事前準備を行い収集ルート図を作成し多度津町に報告すること。
　（２）労働省通達（昭和６２年２月１３日　基発第６０号）に準じて委託期間中、定期的に労働者に対する安全教育等を行うこと。

９．提出書類
　（１）契約締結後の届出
　　　　受託者は契約締結後、下記の書類を提出するものとし、変更が生じた時は必ず書
　　　　面にて委託者に報告しなければならない。尚、書類の提出日については、後日、

　　　　委託者から連絡する。
　　　　（ア）委託業務に従事する者の名簿
名簿には下記の事項を必ず記載すること。
・委託業務に従事する責任者、従事者の氏名、住所
・基礎年金番号
・健康保険加入番号
・雇用保険加入番号

(イ) 委託業務に使用する受託者が使用権原を有する収集運搬車両の車検証の写　　　
　　し
（ウ）委託業務に使用する受託者が使用権原を有する収集運搬車両の車両保険証の写し（自賠責保険、自動車任意保険）
(エ) 委託業務に使用する受託者が使用権原を有する収集運搬車両の写真
・写真は１台につき前、横、後を撮影すること。
（オ）緊急時の連絡体制
（カ）収集運搬車両の車両保管場所付近の写真及び見取り図
（キ）就業規則
（ク）従事者の社会保険加入者台帳の写し（新規に雇用する場合は、後日可）
１０．人員
　　（１）本業務の収集運搬車両に乗車する従事者については、次のとおりとする。また、
　　　　  委託者は、受託者が以下に示した条件を満たさないとみなした従事者については交代を命ずることができる。
　　（２）従事者は、業務内容を十分に熟知し適正に業務を遂行するため、受託者が正規雇用した社員（正規雇用社員として５年以上収集業務に従事した経験のある再雇用者を含む）とし、労働保険（労災）、健康保険、厚生年金、雇用保険等に加入すること。
　　　　　　

　１１．その他
　　（１）受託者は、おもいやりごみ戸別収集業務について、利用世帯が１５０世帯の３割を超えた場合は、委託者と協議するものとする。
　　（２）受託者は、業務の実施にあたり、廃棄物関係法令・労働関係法令・その他の関係法令を遵守しなければならない。

　　（３）受託者は、暴力団等（暴力団、暴力団関係企業など不当要求行為を行うすべての者をいう。）から不当要求行為（不当又は違法な要求並びに業務妨害その他公共業務等の適正な試行を妨げる一切の不当又は違法な行為をいう）を受けた場合は、毅然として拒否し、その旨を速やかに委託者に報告するとともに、所轄の警察署に届け出ること。
（４）大規模災害発生時における支援活動について、協定書の締結を行う。

　　（５）受託者は、契約期間満了に際して、円滑に業務が引き継がれるように協力しなければならない。

　　（６）本仕様書に定めのない事項は、委託者と受託者が協議する。
